
資料⑨：ガス調査結果
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ガス調査報告
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内部ガス調査
  
内部ガス調査は、不法投棄された廃棄物から発生する有害ガス・可燃性ガスの濃度を把握することを目的として、廃棄物層内部を対象にガス濃度の測定を実施した。
  1.1 
調査対象
 
ボーリング掘削終了後に設置したガス観測管
19
本のうち
14
本を使用し、埋設物内で発生する内部ガスの調査を行った。
 
ガスの採取は、ストレーナ区間のおおむね中央に採取口を設置し、内部のガスを十分に置換したのち実施した。
  1
）調査地点
  
調査は図
1.1
に示す
14
箇所で実施した。
                     
図
1.1 
内部ガス調査実施地点配置図
      2
）対象物質
 
対象物質は、アンモニア、硫化水素、メタン、二酸化炭素、酸素、窒素の計
6
項目とした。
  
ガスの採取は、ストレーナ区間のおおむね中央に採取口を設置し、内部のガスを十分に置換したのち実施した。
  1.2 
調査結果
 
ガス温度は、最も高い地点で
57.6
℃（
b-30
）、最も低い地点で
21.0
℃（
b-10
）で、多くは
40
℃程度であった。（
b-25
、
b-26
、
b-36
、
b-38
、
b-43
、
b-46
、
b-48
）
 
湿度は、
b-34
（
72%
）を除くと、
83%
（
b-46
）から
88%
（
b-17
、
b-25
）で大きな差はなかった。
  
硫化水素の最も高い地点は、
b-43
（
6400ppm
）、ついで
b-38
（
4100ppm
）、
b-33
（
1500ppm
）、
b-34
（
1100ppm
）であった。
 
メタンの最も高い地点は、
b-43
（
40%
）で、ついで
b-46
（
26%
）、
b-38
（
23%
）、
b-33
（
21%
）であった。
  
○主要ガスの相関
              
図
1.2 
酸素と他ガスとの関係
  
・酸素濃度の低下に伴い、二酸化炭素、メタン、硫化水素が増加している。
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二酸化炭素とメタンの関係
0102030405005101520
二酸化炭素
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メタン
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二酸化炭素と硫化水素の関係
0200040006000800005101520
二酸化炭素
(%)
硫化水素
(ppm)
二酸化炭素と窒素の関係
02040608010005101520
二酸化炭素
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メタンと硫化水素の関係
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メタンガス硫化水素メタンと窒素の関係
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メタンガス窒素硫化水素と窒素の関係
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窒素
(%)
硫化水素
(ppm)                  
図
1.3 
二酸化炭素と他ガスとの関係
  
・二酸化炭素濃度が
10%
を超えると、メタン、硫化水素が増加し、窒素が減少している。
          
図
1.4 
メタンガスと他ガスとの関係
  
・メタンガス濃度の増加に伴い、硫化水素も増加している。
                 
図
1.5 
硫化水素と窒素との関係
  
・窒素濃度の低下に伴い、硫化水素が増加している。
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図
1.6 
ガス温度とガス濃度との関係
  
・ガス温度の上昇は、有機物等の分解で発生する熱によるものと考えられるが、個々のガス濃度との関係はあまりみられない。
                
図
1.7 
有機物（紙・木・竹・わら）と主要ガスとの関係
  
・有機物（紙・木・竹・わら）の割合の増加に伴い、二酸化炭素、メタン、硫化水素の増加がみられ、酸素、二酸化炭素に減少がみられる。
 
ガス温度と酸素の関係
05101520250.010.020.030.040.050.060.070.0
ガス温度（℃）酸素
(%)
ガス温度と二酸化炭素の関係
051015200.010.020.030.040.050.060.070.0
ガス温度（℃）二酸化炭素
(%)
ガス温度とメタンの関係
010203040500.010.020.030.040.050.060.070.0
ガス温度（℃）メタン
(%)
ガス温度と窒素の関係
0204060801000.010.020.030.040.050.060.070.0
ガス温度（℃）窒素
(%)
ガス温度と硫化水素の関係
020004000600080000.010.020.030.040.050.060.070.0
ガス温度（℃）硫化水素
(ppm)
紙・木・竹・わらと酸素の関係
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紙・木・竹・わらと二酸化炭素の関係
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紙・木・竹・わら
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二酸化炭素
(%)
紙・木・竹・わらとメタンの関係
01020304001020304050
紙・木・竹・わら
(%)
メタン
(%)
紙・木・竹・わらと窒素の関係
02040608010001020304050
紙・木・竹・わら
(%)
窒素
(%)
紙・木・竹・わらと硫化水素の関係
0200040006000800001020304050
紙・木・竹・わら
(%)
硫化水素
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発生ガス調査
   
発生ガス調査は、覆土掘削に伴い、不法投棄された廃棄物から発生する有害ガス・可燃性ガスの濃度を把握することを目的として、廃棄物最上部を対象にガス濃度の測定を実施した。
  2.1 
調査対象
 
発生ガス調査は、最上部に分布する混合廃棄物層内部の浅い部分を対象として、そのガス組成を把握する目的で実施した。
  1
）調査地点
  
調査は図
2.1
に示す
10
箇所で実施した。
                   
図
2.1 
発生ガス調査実施地点配置図
        2
）ガス観測管の設置
  
バックホウ掘削孔での発生ガス採取・測定作業には、孔壁崩壊や転落事故、ガス拡散や経口吸入等の危険性がある。したがって、作業を安全かつ精度よく進めるため、ロータリー式機械ボーリングマシンを併用して以下のような手順で調査作業を実施した。
     
①
 
地表面盛土層直下の廃棄物層まで
     
ボーリング掘削
(
φ
66mm)             
地表面盛土層直下の廃棄物層を確認す
      
るまで実施する。
       
原則として無水堀とする。
        
②
 
保孔管
(VP40)
による孔壁保護と
     
拡散防止のキャップ取り付け
          
ガス採取まで孔壁を保護するとともに
        
大気への拡散を防止する。
         
③
 
ガス採取、測定作業
       
キャップを取り外し、発生ガスの採取・
      
測定を行う。
       3
）ガス調査の対象物質
 
対象物質は、特定悪臭物質
9
項目のほか、メタン、二酸化炭素、酸素、窒素の計
13
項目とした。
  
ガスの採取は、ガス通気管ストレーナ部の孔底付近（深度
1.8
ｍ程度）で実施した。また、ガス管内に残留する空気を
100
リットル程度置換してからガス採取を開始した。
        
ガス採取・測定



 6bk-27bk-30bk-38bk-34bk-31
採取日時間
10:10-10:5011:04-11:3511:40-12:2513:50-14:1514:25-14:52
気温℃
10.512.012.514.013.8
湿度
%7465656767
ガス温度℃
16.518.524.521.720.6
アンモニア
ppm0.20.30.20.30.31
メチルメルカプタン
ppm<0.00010.002
硫化水素
ppm0.0281500077001100050000.02
硫化メチル
ppm<0.00010.01
二硫化メチル
ppm<0.00030.009
アセトアルデヒド
ppm0.0130.0060.0110.0050.0150.05
ノルマル酪酸
ppm<0.0002<0.00020.00040.0003<0.00020.002
ノルマル吉草酸
ppm<0.0002<0.00020.0010<0.0002<0.00020.0009
イソ吉草酸
ppm<0.0002<0.0002<0.0002<0.0002<0.00020.001
メタン
%<0.051447412.1
二酸化炭素
%<0.051420181.6
酸素
%215.30.691.419
窒素
%7861122670bk-32bk-39bk-28bk-35bk-40
採取日
H16.12.14
時間
15:05-15:409:00-9:309:35-10:0010:10-10:4010:50-11:15
気温℃
11.28.58.112.011.0
湿度
%7673866687
ガス温度℃
28.524.522.944.028.3
アンモニア
ppm0.2<0.1<0.1<0.1<0.11
メチルメルカプタン
ppm<0.00010.290.0140.002
硫化水素
ppm0.550.4231005.31.10.02
硫化メチル
ppm0.00360.330.0280.01
二硫化メチル
ppm<0.00030.0230.0200.009
アセトアルデヒド
ppm0.0090.0300.0131.10.0230.05
ノルマル酪酸
ppm<0.0002<0.00020.00150.0007<0.00020.002
ノルマル吉草酸
ppm<0.0002<0.00020.0003<0.0002<0.00020.0009
イソ吉草酸
ppm<0.0002<0.0002<0.0002<0.0002<0.00020.001
メタン
%0.2926478.10.25
二酸化炭素
%7.915194.97.1
酸素
%8.13.80.418.67.0
窒素
%8148127079
特定物質の規制基準値は、事業所敷地境界線の地表における規制基準であるは特定悪臭物質の規制基準を超えたものを示す。その
2
工区特定悪臭物質の規制基準（岐阜市全域）
H16.12.14
その
3
工区特定悪臭物質の規制基準（岐阜市全域）
H16.12.152.2 
調査結果
  
表
2.1 
発生ガス調査結果一覧表
                                                                      
図
2.2 
発生ガス結果（グラフ）
  bk-27
窒素
78.00%
悪臭物質
0.00%
対象外
0.90%
酸素
21.00%
二酸化炭素
0.05%
メタン
0.05%
アンモニア
82.61%
硫化水素
11.57%
その他
5.82%bk-30
メタン
14.00%
二酸化炭素
14.00%
酸素
5.30%
窒素
61.00%
対象外
4.20%
悪臭物質
1.50%
アンモニア
0.00%
硫化水素
100.00%
その他
0.00%bk-38
その他
0.00%
硫化水素
100.00%
アンモニア
0.00%
悪臭物質
0.77%
対象外
19.54%
窒素
12.00%
酸素
0.69%
二酸化炭素
20.00%
メタン
47.000%bk-34
その他
0.00%
硫化水素
100.00%
アンモニア
0.00%
悪臭物質
1.10%
対象外
12.50%
窒素
26.00%
酸素
1.40%
二酸化炭素
18.00%
メタン
41.00%bk-31
その他
0.00%
硫化水素
99.9%
アンモニア
0.01%
悪臭物質
0.50%
対象外
6.80%
窒素
70.00%
酸素
19.00%
二酸化炭素
1.60%
メタン
2.10%bk-32
その他
1.78%
硫化水素
72.03%
アンモニア
26.19%
悪臭物質
0.00%
対象外
2.71%
窒素
81.00%
酸素
8.10%
二酸化炭素
7.90%
メタン
0.29%bk-39
その他
5.56%
硫化水素
76.28%
アンモニア
18.16%
悪臭物質
0.00%
対象外
7.20%
窒素
48.00%
酸素
3.80%
二酸化炭素
15.00%
メタン
26.00%bk-28
メタン
47.00%
二酸化炭素
19.00%
酸素
0.41%
窒素
12.00%
対象外
21.28%
悪臭物質
0.31%
アンモニア
0.00%
硫化水素
100.00%
その他
0.00%bk-35
その他
24.41%
硫化水素
74.19%
アンモニア
1.40%
悪臭物質
0.00%
対象外
8.40%
窒素
70.00%
酸素
8.60%
二酸化炭素
4.90%
メタン
8.10%bk-40
その他
6.66%
硫化水素
85.56%
アンモニア
7.78%
悪臭物質
0.00%
対象外
6.65%
窒素
79.00%
酸素
7.00%
二酸化炭素
7.10%
メタン



 71
）ガス温度
  
全ての地点で
16.5
～
44.0
℃と気温に比べ高い値を示している。特に
bk-35
地点は、
44.0
℃と高温であった。また、その
2
工区よりも、その
3
工区の方が高い傾向にある。
  2
）特定悪臭物質
 
①アンモニア
   
全ての地点で参考値（岐阜市の規制基準値）以下の
0.1
以下～
0.3ppm(
臭気強度
1
～
2
程度
)
でほぼ一定の濃度である。若干その
3
工区よりも、その
2
工区の方が高い傾向を示す。
 
②メチルメルカプタン
 bk-35,40
地点では参考値（岐阜市の規制基準値）を越える
0.014
～
0.29ppm(
臭気強度
2.5
～
3.5
程度
)
であるが、その他の地点では検出されていない。
  
③硫化水素
   bk-30
地点で
15000ppm
と高濃度が検出されるとともに、その近傍の
bk-38
、
31
、
34
でも
5000
～
11000ppm
と参考値（岐阜市の規制基準値）を大きく越える高濃度が示された。また、
bk-28
でも
3100ppm
の高濃度が検出している。その他の地点については、
0.42
～
0.53ppm(
臭気強度
3.5
～
4)
程度であった。なお、全ての地点で、参考値（岐阜市の規制基準値）を越えている。
  
④硫化メチル
 bk-35
地点で
0.33ppm(
臭気強度
3.5
程度
)
と相対的に高い値を示しているが、
bk-27,32,40
では
0.0001
以下～
0.028ppm
程度
(
臭気強度
1
～
2)
であった。その他の地点については、検出されていない。なお、
bk-35,40
地点で、参考値（岐阜市の規制基準）を超えている。
  
⑤二硫化メチル
   bk-35,40
地点で参考値（岐阜市の規制基準）を越える
0.020
～
0.023ppm(
臭気強度
3)
が検出されている。その他の地点では臭気強度
1
以下である。
 
⑥アセトアルデヒド
   bk-35
地点で参考値（岐阜市の規制基準）を越える
1.1ppm(
臭気強度
4)
が検出されているが、その他の地点では
0.005
～
0.03ppm(
臭気強度
2
～
3)
程度であった。
  
⑦ノルマル酪酸
 bk-38,34,28,35
地点で
0.0003
～
0.0015ppm(
臭気強度
2
～
2.5)
が検出されているが、その他の地点は
0.0002ppm
以下であった。なお、全ての地点で、参考値（岐阜市の規制基準）以下である。
  
⑧ノルマル吉草酸
   bk-38
地点で参考値（岐阜市の規制基準）を若干越える
0.0010ppm(
臭気強度
2.5)
が検出されているが、その他の地点では
0.0003ppm
以下
(
臭気強度
2
以下
)
であった。
  
⑨イソ吉草酸
   
全ての地点で
0.0002ppm
以下
(
臭気強度
2
以下
)
であった。なお、全ての地点で、参考値（岐阜市の規制基準）以下である。
   3
）主要ガス
  
①酸素
   bk-27,31
を除く地点で、
0.69
～
8.60
％と酸欠状態にある。
b-27,31
地点では
19.0
～
21.0
％であり概略標準大気程度といえる。
 
酸素濃度が低い地点では、一般的に酸化物質が存在するか有機物濃度が高く酸素が消費されていることが予想される。全体的に地盤内は酸素の欠乏した嫌気環境にある。
  
②二酸化炭素
   bk-27
を除く全ての地点で
1.6
～
20.0
％の範囲にある。特に
bk-30,38,34,39,28
では
14
～
20
％と高濃度を示した。
bk-27
地点は
0.05
％以下であり標準大気二酸化炭素濃度といえる。
   
炭酸ガス濃度の高い地点では、一般的に有機物濃度が高いことが予想され、酸素濃度も低い傾向にある。
  
③メタン
 bk-30,38,34,39,28,35
地点で
8.1
～
47
％と高濃度を示した。また、その他の地点についても、
0.05
以下～
2.1
％と標準大気メタンガス濃度と比較してやや高い濃度といえる。
   
空気中におけるメタンガスの爆発限界は
5.3
～
14
％とされており、この濃度範囲で空気が混入していると火花が散っただけで爆発する可能性があるため注意が必要である。
  
④窒素
   bk-38,34,39,28
地点で
12
～
48
％と低濃度を示した。
bk-30,31,35
地点は標準大気窒素濃度より若干低い
61
～
70
％であった。その他の地点（
bk-27,32,40
）は、
78
～
81
％と標準大気窒素濃度と同じ程度～若干高い値を示している。
  
表
2.2 
物質濃度と臭気強度の関係
            
「悪臭物質の測定等に関する研究
 S.55.3 : (
財
)
日本環境衛生センター編」より抜粋
    
単位（
ppm
）
122.533.545
アンモニア
1.5
×
10-15.9
×
10-11.22.34.69.237
メチルメルカプタン
1.2
×
10-46.5
×
10-41.6
×
10-34.1
×
10-31.0
×
10-22.6
×
10-21.6
×
10-1
硫化水素
5.0
×
10-45.6
×
10-31.9
×
10-26.3
×
10-22.1
×
10-17.2
×
10-18.1
硫化メチル
1.2
×
10-42.3
×
10-31.0
×
10-24.4
×
10-21.9
×
10-18.3
×
10-116
二硫化メチル
2.8
×
10-42.9
×
10-39.2
×
10-33.0
×
10-29.6
×
10-23.1
×
10-13.2
アセトアルデヒロ
1.5
×
10-31.5
×
10-24.7
×
10-21.4
×
10-14.6
×
10-11.414
ノルマル酪酸
6.8
×
10-54.1
×
10-41.0
×
10-32.4
×
10-36.0
×
10-31.5
×
10-28.7
×
10-2
ノルマル吉草酸
1.0
×
10-44.5
×
10-49.3
×
10-41.9
×
10-34.0
×
10-38.2
×
10-33.5
×
10-2
イソ吉草酸
5.3
×
10-54.4
×
10-41.3
×
10-33.7
×
10-31.1
×
10-23.0
×
10-22.5
×
10-1
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（１）地温・ガス濃度分布状況
              P9
：地温・ガス濃度分布図
 
①測定条件
  
・盛土層直下の廃棄物層を対象とする。
  
・地温及びガス濃度測定深度は
GL-1.80
ｍである。
 
（ガス通気間の孔底付近）
  
・温度測定は、温度が一定に落ち着くまで実施。
  
②温度分布
   
・
bk-35
付近を中心に高温部が存在する。西側（
2
工区側）は、比較的地温が低い。
  
③酸素濃度
 
・
bk-34,38
付近に低濃度（酸欠状態）部が存在する。また、
bk-28
付近にも低濃度部が存在する。
 
（最低値＝
0.41%
：
bk-28
）
  
④二酸化炭素
   
・酸素濃度分布と相反する濃度分布を示す。
   
・
bk-38
付近及び
bk-28
にも高濃度部が存在する。（最大値＝
20
％：
bk-38
）
  
⑤メタンガス
   
・二酸化炭素濃度分布と同様な形状を示す。
   
・
bk-38
付近及び
bk-28
にも高濃度部が存在する。（最大値＝
47
％：
bk-28¤38
）
  
⑥硫化水素
 
・二酸化炭素、メタンガス濃度分布と比較して、少し北側の
bk-30
付近に高濃度が存在する。
 
（最大値＝
15,000ppm
：
bk-30
）
  
⑦窒素
   
・酸素と同様な形状を示す。
   
・
bk-38
及び
bk-28
付近に低濃度部が存在する。（最低値＝
12
％：
bk-28,38
）
  
（２）ガス濃度の相関性
                    P10:
相関図その１
  
①酸素と二酸化炭素は、ほぼ反比例の関係にある。
  
②酸素とメタンガスは、酸素濃度
0
～
8
％の範囲でほぼ反比例の関係にある。
  
③酸素と窒素は、酸素濃度
0
～
8
％の範囲でほぼ比例の関係にある。
  
④二酸化炭素とメタンガスは、ほぼ比例の関係にある。
  
⑤二酸化炭素と窒素は、二酸化炭素
10
％以上の範囲でほぼ反比例の関係にある。
  
⑥メタンガスと窒素は、ほぼ反比例の関係にある。
  
⑦硫化水素は、他の物質との相関性はあまりみられない。
      
（３）地温と組成成分の相関性
                 P10:
相関図その１
  
①地温と組成成分との相関性は、あまりみられない。
  
②地温約
25
℃を頂点として、不燃分は下に凸、可燃分は上に凸の放物線を描く。
  
（４）地温とガス濃度の相関性
                   P10
：相関図その１
  
①酸素及び窒素は、地温約
20
～
30
℃付近で濃度低下の傾向を示す。
  
②二酸化炭素及びメタンガスは、地温約
20
～
30
℃付近で濃度上昇の傾向を示す。
  
③硫化水素は、地温約
20
℃前後で濃度上昇の傾向を示す。
  
（５）ガス濃度と組成成分の相関性
                 P11:
相関図その２
  
①ガス濃度と組成成分の相関性はあまりみられない。
  
（６）バックホウ掘削時のガス濃度
             P12
：掘削時のガス濃度結果
 
①測定条件
  
・バックホウ掘削中にガス検知機でガス濃度の測定を実施した。
  
・バックホウ掘削地点とガス管設置箇所（発生ガス用）との離れは、
1
～
3
ｍ程度。
  
・バックホウ掘削時には、送風機を設置し、強制的に希釈拡散を促進させた。
  
・敷地境界でのガス濃度測定は、朝、昼、夕刻の３回実施した。
 
②測定結果
  
・発生ガス調査で硫化水素等が高濃度で検知された地点でも、掘削中に揮散して標準大気濃度と大差がない。
  
・
bk-31
で硫化水素
1300ppm
を検知するも、十分後には、
4ppm
に低下した。
  
・バックホウ掘削作業時の敷地境界ガス濃度は、標準大気濃度であった。
 
③評価
 
・バックホウによる小規模の掘削程度では、敷地境界外まで硫化水素等の有害ガスは流出しないものと考えられる。
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地表部ガス温度分布図
(
発生ガス調査時：ガス管利用
)1620242832364044(
℃
)42182226303438               
地温分布図
                         
酸素濃度分布図
                          
二酸化炭素分布図
                 
メタンガス濃度分布図
                       
硫化水素濃度分布図
                            
窒素濃度分布図
  
図
2.3 
地温・ガス濃度分布図
   
地温・ガス濃度分布図



 10               
図
2.4 
ガス濃度の相関図
         
図
2.5 
地温と組成成分の相関図
          
図
2.6 
地温とガス濃度の相関図
    
酸素と二酸化炭素の関係
05101520250510152025
酸素（
%
）二酸化炭素（
%
）二酸化炭素とメタンガスの関係
010203040500510152025
二酸化炭素（
%)
メタンガス（
%
）メタンガスと硫化水素の関係
020004000600080001000012000140001600001020304050
メタンガス（
%
）硫化水素（
ppm
）メタンガスと窒素の関係
02040608010001020304050
メタンガス（
%
）窒素（
%
）硫化水素と窒素の関係
02040608010005000100001500020000
硫化水素（
ppm
）窒素（
%
）酸素とメタンガスとの関係
010203040500510152025
酸素（
%
）メタンガス（
%
）二酸化炭素と硫化水素の関係
02000400060008000100001200014000160000510152025
二酸化炭素（
%
）硫化水素（
ppm
）二酸化炭素と窒素の関係
0204060801000510152025
二酸化炭素（
%
）窒素（
%
）酸素と硫化水素の関係図
02000400060008000100001200014000160000510152025
酸素（
%
）硫化水素（
ppm
）酸素と窒素の関係
01020304050607080900510152025
酸素（
%
）窒素（
%
）地温と組成成分（水分）との関係
02040608010001020304050
地温（℃）水分（
%
）地温と組成成分（不燃分）との関係
02040608010001020304050
地温（℃）不燃分（
%
）地温と組成成分（可燃分）との関係
02040608010001020304050
地温（℃）可燃分（
%
）地温と酸素濃度の関係
051015202501020304050
地温（℃）酸素（
%
）地温と二酸化炭素の関係
051015202501020304050
地温（℃）二酸化炭素（
%
）地温とメタンガスの関係
0102030405001020304050
地温（℃）メタンガス（
%
）地温と硫化水素の関係
020004000600080001000012000140001600001020304050
地温（℃）硫化水素（
ppm
）地温と窒素の関係
010203040506070809001020304050
地温（℃）窒素（
%
）相関図その１
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図
2.7 
ガス濃度と組成成分の相関図
  
表
2.3 
性状調査結果一覧表
                    
酸素と組成成分の関係
0204060801000510152025
酸素（
%
）組成成分（
%
）水分不燃分可燃分二酸化炭素と組成成分の関係
0204060801000510152025
二酸化炭素（
%
）組成成分（
%
）水分不燃分可燃分メタンガスと組成成分の関係
02040608010001020304050
メタンガス（
%
）組成成分（
%
）水分不燃分可燃分硫化水素と組成成分の関係
02040608010005000100001500020000
硫化水素（
ppm
）組成成分（
%
）水分不燃分可燃分窒素と組成成分の関係
020406080100020406080100
窒素（
%
）組成成分（
%
）水分不燃分可燃分
BK-27BK-30BK-38BK-34BK-31BK-32BK-39BK-28BK-35BK-40
℃
10.512.012.514.013.811.28.58.112.011.0%74656567677673866687
℃
16.518.524.521.720.628.524.522.944.028.3ppm0.20.30.20.30.30.2<0.1<0.1<0.1<0.1ppm<0.0001<0.00010.290.014ppm0.0281500077001100050000.550.4231005.31.1ppm<0.00010.00360.330.028ppm<0.0003<0.00030.0230.020ppm0.0130.0060.0110.0050.0150.0090.0300.0131.10.02
3ppm<0.0002<0.00020.00040.0003<0.0002<0.0002<0.00020.00150.0007<0.0002ppm<0.0002<0.00020.0010<0.0002<0.0002<0.0002<0.00020.0003<0.0002<0.0002ppm<0.0002<0.0002<0.0002<0.0002<0.0002<0.0002<0.0002<0.0002<0.0002<0.0002%<0.051447412.10.2926478.10.25%<0.051
420181.67.915194.97.1%215.30.691.4198.13.80.418.67.0%78611226708148127079
水分
%15.61.224.322.723.619.223.611.02.719.5
不燃分
%63.468.334.548.034.539.732.451.891.042.2
可燃分
%21.030.541.229.341.941.143.937.26.338.3
紙
%0.37.95.00.61.12.77.70.80.11.9
布
%2.21.20.70.90.12.12.00.40.01.4
木・竹・わら
%9.811.128.019.738.227.322.329.53.422.9
ビニール・合成樹脂
%8.710.27.58.22.28.412.06.52.812.1
ゴム・皮革
%0.10.00.00.00.40.60.00.00.00.0
厨芥
%0.00.00.00.00.00.00.00.00.00.0
ガラス
%0.51.60.30.90.30.30.40.70.30.2
陶器・石・コンクリートガラ
%31.537.39.923.714.020.410.328.152.729.4
土砂・雑物（
5mm
以下）
%11.813.815.011.710.014.711.712.018.14.0
土砂・雑物（
5mm
以上）
%18.612.28.75.77.33.64.99.418.98.2
磁性金属
%0.72.70.56.12.90.75.11.61.00.5
非磁性金属
%0.40.80.00.00.00.00.00.00.00.0
組成分析結果酸素窒素成分組成ノルマル吉草酸イソ吉草酸メタン二酸化炭素地温発生ガス調査結果気温湿度ガス温度アンモニアメチルメルカプタン硫化水素硫化メチル二硫化メチルその
2
工区その
3
工区アセトアルデヒドノルマル酪酸相関図その２
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日付曜日時間
O2(%)HC(%LEL)H2S(ppm)CO(ppm)CO2(ppm)9:0020.90.00.00.042012:0020.90.00.00.040016:0020.90.00.00.03509:0020.90.00.00.042012:0020.90.00.00.039016:0020.90.00.00.0400
その２工区火水
12/1512/14
バックホウ掘削時最大検知濃度
                                                                    bk-31 
掘削状況
                10
分後（高濃度が検出された
bk-31
のみ実施）
                                                          
標準大気濃度
          
（％）
        
バックホウ掘削時敷地境界ガス濃度測定結果一覧表
                      
敷地境界ガス濃度測定位置図
 
掘進深度酸素（
O2
）可燃性ガス
(HC)
硫化水素（
H2S
）二酸化炭素（
CO2)GL- m%%LELppm%bk-2712/2111:300.9020.90.01.50.20bk-2812/229:061.6020.512.99.11.20bk-3012/2110:351.2020.90.01.00.20bk-3112/2211:201.3013.2183.01300.031.00bk-3212/2210:302.1020.71.52.90.26bk-3412/2113:251.0020.96.01.60.08bk-3512/229:531.8520.80.70.00
.10bk-3812/219:531.2020.90.02.00.20bk-3912/2114:002.0020.90.30.70.10bk-4012/2114:301.5020.90.50.60.19
※　測定機材：マルチバーンⅡ　
BP
　　検知範囲：酸素　　　　
0
～
25
（
vol
％）可燃性ガス　
0
～
100
（％
LEL
）硫化水素　　
0
～
100
（
ppm
）一酸化炭素　
0
～
100
（
ppm
）二酸化炭素　
0
～
25
（
vol%
）地点番号日付時刻掘進深度酸素（
O2
）可燃性ガス
(HC)
硫化水素（
H2S
）二酸化炭素（
CO2)GL- m%%LELppm%1.3013.2183.01300.031.01.3020.73.44.00.3
地点番号測定環境掘削中掘削終了
10
分後
bk-3178.0820.950.93
約
0.040.000140.00255
メタン希ガス類窒素酸素アルゴン二酸化炭素
 
掘削時のガス濃度結果
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状況写真




